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C －56　 運 針 に 関 す る 研 究 （ 第I 報 ）
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一 運 針 時 の上 肢 の 動 き に つ い て 一

名 古 屋 市立 女 短 大，　　佐 野 恂 子

東 海 学 園　 女 短 大　　 西參 セ ッ

目 的　 平 面 構 成 実 習 に おけ る 運 針 は 、 縫 製 の 基 礎t. な る 重 要 な も の で あ る。 従 来 は そ の

違 を は か る方 法 とし て反 復 練 習 を重 ね て 来 た の で あ るが 、 他 に も 上 達 法 は な い も の か と

え 、 そ うし た 観 点 か ら 今 回 は 、 運 針 時 の 上一肢 の 動 か し 方 を 数 値 的 に と ら え て｡、 こ れ と運

技 術 と の 間 の関 連 性 に つ い て 考 察 し た の で 報 告 す る 。

方法　 被 検 者･･-･短 大 被 服 科 学 生4 ∠0 名 。　 測 定 時 期・　ag 和5  ／ 年､夕 月 。

姿　 勢･... 奇奇 子 は 背 も た れ なし の も のを 使 用 し て4奇｡座 さ せ 、上 体 は 自 然 の ま ま と し

下 月支は 膝 関 節 か ら 直 下 さ せ た 。

服　 装し･･･上 衣 （ ブ ラ シＩヤ ー の 上 に ボ ディ　シ ャツ 着 用 ） 下衣 （ スカ ート ）。

運 針 時｡の 上 肢 の 測定 部 位　 １　 脇 と上 腕 と の 離 れ’る 角I度 。

２　 上 腕 が 前 方 へ 傾 く 角 度 。

３　 上 腕 と 前 腕 の内 角 の角 度。

用　 布-･､｡市 販 さ ら し も め ん 、 長 さ8   0 oa を 幅 二 つ 折 り に し て 使 用 。

縫　 針一 印 針 Ｊ の ／～c2      ．　　　　 縫　 糸－ ダ ル マ 糸3  ∂
－-
赤 。

運 針 の 結 果 の評価･… 被 検 者 に ／0 分 間 運 針 を さ せ、 そ の 結 果 に つ い て評 価し た 。

結 果　 （1  ) 運 針 技 術 の 結 果 を 評 価 。

( 2  ） 測 定 角 度 か ら み て 運 針作 業 の タ イ プ を分 類 し た 。

( 3   ） 運 針 技 術 の評 価 と 運 針 作 業 の タ イ プ と の関 連 性 に つ い て 考 察 し た 。


